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(57)【要約】
【課題】内視鏡の径サイズに対する汎用性を維持しつつ
、大きな段差を生じさせることなく簡単に内視鏡先端部
に取り付け可能な内視鏡用フード、およびこれを内視鏡
先端部に装着させるフード装着補助具を提供する。
【解決手段】内視鏡先端部の前端面から突出するフード
部と、該フード部に連設され内視鏡先端部の側面に固定
される固定部と、が同一材料で一体に形成された略円筒
形状の内視鏡用フードであって、固定部の内径を内視鏡
先端部の側面の外径より小さく、フード部の内径を内視
鏡先端部の外径より大きく形成した。また、この内視鏡
用フードを装着させるフード装着補助具は、全体が筒状
に形成されて一端側が先細となる外側面を有し、一端側
を内視鏡用フードの固定部内周側からフード部に向けて
挿入した際に、該挿入動作によって少なくとも内視鏡用
フードの固定部を、外側面との当接によって拡径するよ
うにした。
【選択図】図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡先端部の前端面から突出するフード部と、該フード部に連設され前記内視鏡先端
部の側面に固定される固定部と、が同一材料で一体に形成された略円筒形状の内視鏡用フ
ードであって、
　前記固定部の内径が前記内視鏡先端部の側面の外径より小さく、前記フード部の内径が
前記内視鏡先端部の外径より大きく形成された内視鏡用フード。
【請求項２】
　請求項１記載の内視鏡用フードであって、
　前記固定部の肉厚を前記フード部の肉厚より厚く形成した内視鏡用フード。
【請求項３】
　請求項１または請求項２記載の内視鏡用フードを前記内視鏡先端部に装着するときに用
いるフード装着補助具であって、
　全体が筒状に形成されて一端側が先細となる外側面を有し、前記一端側を前記内視鏡用
フードのフード部内周側から前記固定部に向けて挿入した際に、該挿入動作によって少な
くとも前記内視鏡用フードの固定部を、前記外側面との当接によって拡径することができ
るフード装着補助具。
【請求項４】
　請求項３記載のフード装着補助具であって、
　前記フード装着補助具の少なくとも前記一端側に、前記内視鏡先端部を挿入する開口部
を有するフード装着補助具。
【請求項５】
　請求項４記載のフード装着補助具であって、
　前記開口部の内壁面には、前記内視鏡先端部の外径より大きい第１の開口内壁面と、前
記内視鏡先端部の外径より小さい第２の開口内壁面とが、前記内視鏡先端部への挿入側か
らこの順で形成され、
　前記第１の開口内壁面と前記第２の開口内壁面との接続部位を、前記内視鏡先端部を突
き当てる段付部としたフード装着補助具。
【請求項６】
　請求項３～請求項５のいずれか１項記載のフード装着補助具であって、
　前記外側面に、該外側面に被せる前記内視鏡用フードの縁部を位置合わせする標識手段
を設けたフード装着補助具。
【請求項７】
　請求項３～請求項６のいずれか1項記載のフード装着補助具であって、
　前記外側面が軸線方向に沿った凹溝を有するフード装着補助具。
【請求項８】
　請求項３記載のフード装着補助具であって、
　少なくとも１つの環状の固定リングに、該固定リングの半径方向に突出して軸線方向に
延びるリブが周方向に複数本並設され、前記リブの外周面に前記内視鏡用フードが当接す
るフード装着補助具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡用フードおよびこれを内視鏡先端部に装着させるフード装着補助具に
関する。
【背景技術】
【０００２】
　図１３に従来の内視鏡（スコープ）における内視鏡先端部１の概略的な構成を示す。内
視鏡先端部１では、その前面に照明窓２、観察窓３が配置され、この照明窓２には光ファ
イバからなるライトガイド４、観察窓３には対物光学系レンズ５が設けられる。また、処
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置具６を被検体内へ導くための鉗子チャンネル７等も配置される。対物光学系レンズ５の
光路後方にはＣＣＤ（Charge Coupled Device）やＣＭＯＳ（Complementary Metal Oxide
 Semiconductor）等の固体撮像素子８が光学的に接続される。この固体撮像素子８で撮像
された映像（画像）信号は、内視鏡内の信号処理回路（図示略）に供給され、この信号処
理回路から外部のプロセッサ装置へ出力される。このプロセッサ装置では、各種の画像処
理等の処理を行うことにより、被検体の観察画像に基づく情報をモニタへ表示させること
ができる。
【０００３】
　そして、内視鏡先端部１には、軟質の合成樹脂製からなる円筒状の内視鏡用フード９が
取り付けられており、この内視鏡用フード９は、内視鏡先端部１の外周面に粘着性を有す
るプラスチックテープ１０等で固定され、フード先端が内視鏡先端部１の前面から突出す
る状態で配置される。この内視鏡用フード９は、内視鏡先端部１からの観察距離を一定に
保った状態で処置部又は被検体を内視鏡先端部１に対して固定すると共に、良好な観察領
域（観察性）を確保する等の役目をする。
【０００４】
　また、内視鏡では被検体の観察や簡単な処置だけでなく、近年では、例えばＥＭＲ（内
視鏡的粘膜切除術）、ＥＳＤ（内視鏡的粘膜下層剥離術）等の各種の高度の処置（内視鏡
的手術）も行われている。このような観察、処置において、内視鏡用フード９は、被検体
や処置部（患部組織）等と内視鏡先端部１の前面との距離を所望の観察距離で一定に維持
し、かつこの距離で処置部を固定（処置部と内視鏡の関係を固定）すること等によって切
除や剥離を容易にしている。また、上記ＥＳＤでは、粘膜下層に内視鏡用フード９を潜り
込ませ、粘膜下層から、その上側にある粘膜を剥離することが行われており、この場合に
は、内視鏡用フード９は、粘膜下層でその観察領域を確保する役目をする。さらに、拍動
の影響を受けて動く部位では、その部位の動きを抑制することができる。上記のような内
視鏡用フード９は例えば特許文献１，２等に記載されている。
【０００５】
　しかしながら、特許文献１の内視鏡用フードは寸胴な円筒体で構成されており、内視鏡
との組合せが限られてしまい、内視鏡の径サイズに応じて複数種の内視鏡用フードを予め
用意しておく必要がある。一方、引用文献２の内視鏡用フードは、略筒状形状のキャップ
本体と、このキャップ本体の基端部に接続され弾性変更可能な内径可変部と、内径可変部
の外側に取り付けた操作リングとを有して構成され、操作リングを内視鏡用フードの軸線
方向に移動させることで、内径可変部の内径寸法が変更可能となっている。しかし、操作
リングが内径可変部の外側から締め付ける構成であるため、操作リングによって内視鏡先
端部に段差が生じ、この段差が被検体内への円滑な挿入動作の支障となる。また、内視鏡
用フードを内視鏡に取り付けていないときに、この操作リングが脱落して紛失する可能性
がある。
【特許文献１】特開平８－１３１３９７号公報
【特許文献２】特開２００２－５４５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明は、上記状況に鑑みてなされたもので、内視鏡先端部の径サイズに対する汎用性
を維持しつつ、表面に大きな段差を生じさせることなく簡単に内視鏡先端部に装着可能な
内視鏡用フード、およびこれを内視鏡先端部に簡単に装着するフード装着補助具を提供す
ることを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明は下記構成からなる。
・内視鏡先端部の前端面から突出するフード部と、該フード部に連設され前記内視鏡先端
部の側面に固定される固定部と、を有する略円筒形状の内視鏡用フードであって、
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　前記固定部の内径が前記内視鏡先端部の側面の外径より小さく、前記フード部の内径が
前記内視鏡先端部の外径より大きく形成された内視鏡用フード。
・上記内視鏡用フードを前記内視鏡先端部に装着するときに用いるフード装着補助具であ
って、
　全体が筒状に形成されて一端側が先細となる外側面を有し、前記一端側を前記内視鏡用
フードの固定部内周側から前記フード部に向けて挿入した際に、該挿入動作によって少な
くとも前記内視鏡用フードの固定部を、前記外側面との当接によって拡径することができ
るフード装着補助具。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明の内視鏡用フードおよびフード装着補助具によれば、内視鏡先端部の径サイズに
対する汎用性を維持しつつ、表面に大きな段差を生じさせることなく簡単に内視鏡先端部
に装着することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　以下、本発明の実施形態を、図面を参照しつつ詳細に説明する。
　図１は、本発明に係る実施形態を説明するための内視鏡スコープを示す平面図である。
　内視鏡（プローブ）１００は、操作部２１と、この操作部２１に連設され、体腔内に挿
入される挿入部２３とを備える。挿入部２３は、軟性部２５、湾曲部２７、先端部（内視
鏡先端部とも称する）２９から構成される。操作部２１には、ユニバーサルケーブル３１
が接続され、このユニバーサルケーブル３１の先端に不図示のＬＧコネクタが設けられる
。ＬＧコネクタは光源装置に着脱自在に連結され、これによって先端部２９の照明光学系
に照明光が送られる。また、ＬＧコネクタには、電気コネクタが接続され、この電気コネ
クタがプロセッサに着脱自在に連結される。
【００１０】
　操作部２１には、送気・送水ボタン３３、吸引ボタン３５等の各種制御ボタンが並設さ
れるとともに、湾曲部２７の操作手段であるアングルつまみ３７が設けられる。アングル
つまみ３７と同軸上にロックつまみ３９が設けられ、ロックつまみ３９は湾曲部２７の湾
曲状態を保持可能としている。操作部２１の下部の挿入部２３までの間には、鉗子口４１
が設けられ、鉗子口４１から鉗子等の処置具を挿入することによって、この処置具を先端
部２９の後述する鉗子チャネルから導出する。
【００１１】
　図２に内視鏡先端部２９の部分拡大斜視図を示すように、内視鏡先端部２９には、内視
鏡用フード４３が外装される状態で装着されている。内視鏡先端部２９には照明窓４５、
観察窓４７、この観察窓４７へ送気／送水するためのノズル４９、処置具を被検体内に導
入するための鉗子チャネル５１等が設けられている。この内視鏡用フード４３は、図３（
ａ）に内視鏡用フードの断面図、（ｂ）に側面図、（ｃ）に内視鏡先端部に内視鏡用フー
ドを取り付けた状態の一部断面図を示すように、透明で軟質の弾性材料で形成され、内視
鏡先端部２９の側面に固定される固定部５３と、内視鏡先端部２９の前端面２９ａから突
出するフード部５５とを有する。内視鏡用フード４３は、固定部５３とフード部５５とが
同じ材料で連接された一体成形品である。
【００１２】
　フード部５５の先端は、内視鏡先端部２９の前端面２９ａから長さＬだけ突出しており
、その長さＬは、例えば約１ｍｍ～１０ｍｍ程度の範囲で適宜選択される。そして、フー
ド部５５は、図示例では観察側に向けて内径が拡径する形状としている。この形状により
、フード部５５が観察視野の妨げになりにくい構成となっている。
　内視鏡用フード４３は、内視鏡先端部２９の側面に弾性力によって装着、固定されてお
り、テープ等の固定部材を不要としている。つまり、この内視鏡用フード４３は、固定部
５３の内径Ｄａが内視鏡先端部２９の側面の外径ｄより小さく、フード部５５の内径Ｄｂ
が、いずれの位置においても内視鏡先端部２９の外径ｄより大きく形成されている。した
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がって、固定部５３の内径Ｄａはフード部５５の内径Ｄｂより小さくなっている。
【００１３】
　この内視鏡用フード４３は、内視鏡先端部２９に装着する際に、フード装着補助具を内
視鏡用フード４３に挿入して固定部５３の内径を内視鏡先端部２９の外径以上に拡径し、
その拡径状態で内視鏡先端部２９に被せて弾性的に固定される。このフード装着補助具の
構成を以下に説明する。
　図４はフード装着補助具の構成例を示す一部拡大斜視図である。フード装着補助具６１
は、内視鏡用フード４３へ挿入する補助具本体６３の挿入方向先端となる一端側が先細り
のテーパ状を呈する外側面６５を有する。この外側面６５は円錐形状の側面のように、先
端の径を小さく基端の径を大きくされ、軸線Ｌｃに対して軸対象形状となっている。この
フード装着補助具６１の外側面６５の基端には、把持部６７が延設されている。把持部６
７の形状は任意であってよく、フード装着補助具６１の扱いを容易にできればよい。補助
具本体６３は、内視鏡用フード４３と比較して十分に硬い材料、例えば硬質樹脂材料で形
成され、内視鏡用フード４３の装着作業で容易に変形しない剛性を有する。
【００１４】
　また、補助具本体６３には、一端側から基端側に向けて、開口部６９が形成されている
。開口部６９は、後述する内視鏡先端部２９の収容穴として機能する。なお、この開口部
６９を設けずに補助具本体６３を中実体とすることもできるが、開口部６９を設けた方が
好ましい。
【００１５】
　次に、上記フード装着補助具６１を用いて内視鏡用フード４３を内視鏡先端部２９に装
着する手順について、図５を用いて説明する。
　図５（ａ）に示すように、フード装着補助具６１の補助具本体６３の一端側（細径側）
を、内視鏡用フード４３のフード部５５の内周面７１内に挿入し、図５（ｂ）に示すよう
に、内視鏡用フード４３を内周面７１から押し広げて拡径しつつ被せる。このとき、内視
鏡用フード４３の先端４３ａが補助具本体６３の先端からはみ出すように、相互に重ね合
わせる。
【００１６】
　そして、内視鏡挿入部２３の内視鏡先端部２９に突き合わせ、図５（ｃ）に示すように
、内視鏡用フード４３の先端４３ａを内視鏡先端部２９の所定位置まで挿入する。そして
、図５（ｄ）に示すように、内視鏡用フード４３の先端４３ａを内視鏡先端部２９に直径
方向に押し当てながら、補助具本体６３を軸線方向に抜き取る。これにより、内視鏡用フ
ード４３が内視鏡先端部２９に装着される。内視鏡用フード４３の固定部５３は、その内
径が内視鏡先端部２９の外径より小さくされているので、内視鏡用フード４３は、その固
定部５３の弾性により内視鏡先端部２９に大きな締め付け力で固定される。補助具本体６
３の内周面６３ａは、内視鏡先端部２９に密着して確実に固定される。
【００１７】
　上記のように、固定部５３の弾性により内視鏡用フード４３を内視鏡先端部２９に装着
するため、内視鏡先端部２９の外径ｄが異なる各種サイズの内視鏡に対しても、内視鏡用
フード４３の装着可能な範囲が広がり、内視鏡用フード４３の汎用性を高めることができ
る。このため、微小な径差であるにも拘わらず、内視鏡の各サイズ毎に内視鏡用フード４
３を用意したり、内視鏡のサイズに合った内視鏡用フード４３を探す等の作業を無くすこ
とができる。また、テープ等の固定部材が不要となり、内視鏡用フード４３の装着が簡単
に行える。
【００１８】
　ここで、内視鏡用フードは、図３に示す形状に限らず、次の形状にすることもできる。
　図６に他の形状の内視鏡用フードの断面図（ａ）、内視鏡先端部への装着状態を示す一
部断面図（ｂ）を示した。この内視鏡用フード４３Ａは、固定部５３の肉厚ｔａをフード
部５５の肉厚ｔｂより厚く形成している。この構成によれば、内視鏡用フード４３Ａを内
視鏡先端部２９に装着した際に、固定部５３の肉厚ｔａが大きいため、弾性力が強くなり
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、内視鏡用フード４３Ａを一層強固に内視鏡先端部２９に固定することができる。
【００１９】
　次に、フード装着補助具の他の構成例について説明する。
　図７は内周面に段付部を設けたフード装着補助具の補助具本体の断面図である。同図に
示すように、補助具本体７３の内周面は、内視鏡先端部の外径ｄ（図３参照）より大きい
第１の開口内壁面７３ａと、内視鏡先端部の外径ｄより小さい第２の開口内壁面７３ｂと
が、内視鏡先端部への挿入側からこの順で形成されている。そして、第１の開口内壁面７
３ａと第２の開口内壁面７３ｂとの接続部位を、内視鏡先端部を突き当てる段付部７５と
している。段付部７５は円周方向に沿った環状に形成されてもよく、分断されたものであ
ってもよい。
【００２０】
　図８に図７に示す補助具本体を用いて内視鏡用フードを内視鏡先端部に装着する手順の
一部（ａ），（ｂ）を示した。図８（ａ）に示すように、補助具本体７３の外側に内視鏡
用フード４３を先端４３ａをはみ出させるように被せる。そして、相互に重ね合わせた状
態で、第１の開口内壁面７３ａ内に内視鏡挿入部２３の内視鏡先端部２９を挿入する。こ
のとき、内視鏡先端部２９の挿入深さを増していくと、図８（ｂ）に示すように、ついに
は内視鏡先端部２９の前端面２９ａが段付部７５に突き当てられ、更なる挿入ができなく
なる。この挿入深さを、内視鏡用フード４３の先端４３ａが図５（ｃ）の場合と同じ位置
となる規定の挿入深さに設定しておくことで、内視鏡先端部２９の挿入作業をより簡単に
できる。つまり、挿入深さに注意して勘を働かせながら調整する必要がなく、単純に前端
面２９ａが段付部７５に突き当たるまで挿入することで済む。
【００２１】
　図９に示す補助具本体７７は、外側面７９の一部に、外側面７９の外側に被せる内視鏡
用フード４３のフード縁部の位置を表す目印となる標識手段としてのライン８１を設けて
いる。ライン８１は、刻設や塗装により識別可能に形成され、補助具本体７７の軸線方向
に垂直な面に沿って、連続または断続状に設けられている。ライン８１に代えて、点状等
の目印、穴、溝等の表面形状変化による目印、あるいは、ライン８１を境に軸線方向前方
と後方とで色や表面処理を異ならせてライン８１の位置を認識可能にした構成であっても
よい。
【００２２】
　補助具本体７７が上記標識手段を備えることで、図１０に示すように内視鏡用フード４
３を補助具本体７７に被せる際、内視鏡用フード４３のフード縁部４３ｂをライン８１の
位置に合わせることだけで、先端４３ａのはみ出し長さを簡単かつ正確に合わせることが
できる。つまり、フード縁部４３ｂをライン８１の位置に合わせる単純な作業で、内視鏡
用フード４３を最適な被せ位置に正確に配置できる。
【００２３】
　次に、補助具本体の他の構成例を説明する。
　図１１に外側面に溝を形成した補助具本体の斜視図を示した。同図に示すように、この
補助具本体８３によれば、外側面に軸線方向に沿った多数の凹溝８５を形成することで、
凹溝８５の窪みのために内視鏡用フード内周面との接触面積が減り、摩擦が低くなる。よ
って、内視鏡用フードを補助具本体８３へ被せる際と、被せた内視鏡用フードを内視鏡先
端部に装着する際に、補助具本体８３との間の滑り性を良好にできる。なお、凹溝８５の
代わりに外側面から突起する突条等で、内視鏡用フード内周面との接触面積を少なくする
ことでもよい。
【００２４】
　また、補助具本体は次のように構成することもできる。
　図１２に全体が筒状の骨組み構造とした補助具本体の斜視図を示した。この補助具本体
８７は、少なくとも１つ（図示例では軸線方向の両端２箇所）の環状の固定リング８９Ａ
，８９Ｂに、これら固定リング８９Ａ，８９Ｂの半径方向に突出して補助具本体８７の軸
線方向に延びるリブ９１が周方向に複数本並設され、これらリブ９１の外周面に内視鏡用
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フードが当接するように構成している。リブ９１の表面は滑らかな曲面からなり、内視鏡
用フードとの接触面積を減らし、摩擦を低くしている。この構成によれば、補助具本体８
７の体積を削減して必要最少量の材料で形成することができ、コスト低減に有利となる。
また、軽量化されるためにフード装着補助具の取扱い性を向上できる。さらに、内視鏡用
フードとの接触面積を大きく減らすことができるので、より円滑な内視鏡用フードの装着
が可能となる。
【００２５】
　以上説明したように、本明細書には、次の事項が開示されている。
（１）　内視鏡先端部の前端面から突出するフード部と、該フード部に連設され前記内視
鏡先端部の側面に固定される固定部と、が同一材料で一体に形成された略円筒形状の内視
鏡用フードであって、
　前記固定部の内径が前記内視鏡先端部の側面の外径より小さく、前記フード部の内径が
前記内視鏡先端部の外径より大きく形成された内視鏡用フード。
　この内視鏡用フードによれば、内視鏡先端部の径サイズに対する汎用性を維持しつつ、
表面に大きな段差を生じさせることなく簡単に内視鏡先端部に装着できる。
【００２６】
（２）　（１）の内視鏡用フードであって、
　前記固定部の肉厚を前記フード部の肉厚より厚く形成した内視鏡用フード。
　この内視鏡用フードによれば、厚くした固定部によって内視鏡先端部への締め付け力を
増大させ、確実な固定が行える。
【００２７】
（３）　（１）または（２）の内視鏡用フードを前記内視鏡先端部に装着するときに用い
るフード装着補助具であって、
　全体が筒状に形成されて一端側が先細となる外側面を有し、前記一端側を前記内視鏡用
フードのフード部内周側から前記固定部に向けて挿入した際に、該挿入動作によって少な
くとも前記内視鏡用フードの固定部を、前記外側面との当接によって拡径することができ
るフード装着補助具。
　このフード装着補助具によれば、テープ等の固定部材を要することなく、簡単な挿入動
作によって内視鏡用フードの固定部を拡径して、内視鏡先端部に内視鏡用フードを取り付
けることができる。
【００２８】
（４）　（３）のフード装着補助具であって、
　前記フード装着補助具の少なくとも前記一端側に、前記内視鏡先端部を挿入する開口部
を有するフード装着補助具。
　このフード装着補助具によれば、開口部に内視鏡先端部を挿入することで、内視鏡用フ
ードの先端を内視鏡先端部の所定位置に被せることができる。
【００２９】
（５）　（４）のフード装着補助具であって、
　前記開口部の内壁面には、前記内視鏡先端部の外径より大きい第１の開口内壁面と、前
記内視鏡先端部の外径より小さい第２の開口内壁面とが、前記内視鏡先端部への挿入側か
らこの順で形成され、
　前記第１の開口内壁面と前記第２の開口内壁面との接続部位を、前記内視鏡先端部を突
き当てる段付部としたフード装着補助具。
　このフード装着補助具によれば、段付部に内視鏡先端部を突き当てる簡単な作業で、内
視鏡先端部の所定位置への挿入を正確に行える。
【００３０】
（６）　（３）～（５）のいずれかのフード装着補助具であって、
　前記外側面に、該外側面に被せる前記内視鏡用フードの縁部を位置合わせする標識手段
を設けたフード装着補助具。
　このフード装着補助具によれば、標識手段を目印として、フード装着補助具に内視鏡用
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フードを簡単かつ正確に位置合わせしつつ被せることができる。
【００３１】
（７）　（３）～（６）のいずれかのフード装着補助具であって、
　前記外側面が軸線方向に凹溝を有するフード装着補助具。
　このフード装着補助具によれば、外側面に軸線方向へ延びる凹溝が形成されることで、
内視鏡用フードとの接触面積が低減して、滑り性を向上できる。これによって、内視鏡用
フードのフード装着補助具への取り付けや、内視鏡用フードの内視鏡先端部への装着が容
易になる。
【００３２】
（８）　（３）のフード装着補助具であって、
　少なくとも１つの環状の固定リングに、該固定リングの半径方向に突出して軸線方向に
延びるリブが周方向に複数本並設され、前記リブの外周面に前記内視鏡用フードが当接す
るフード装着補助具。
　このフード装着補助具によれば、材料を削減して低コスト化を図り、軽量化により取り
扱い性を向上して、しかも円滑な内視鏡用フードの装着を可能とする。
【図面の簡単な説明】
【００３３】
【図１】本発明の実施形態を説明するための内視鏡スコープを示す平面図である。
【図２】内視鏡先端部の部分拡大斜視図である。
【図３】内視鏡用フードの断面図（ａ）、側面図（ｂ）、内視鏡先端部に内視鏡用フード
を取り付けた状態の一部断面図（ｃ）である。
【図４】フード装着補助具の構成例を示す一部拡大斜視図である。
【図５】フード装着補助具を用いて内視鏡用フードを内視鏡先端部に装着する手順（ａ）
～（ｄ）を示す説明図である。
【図６】他の形状の内視鏡用フードの断面図（ａ）、内視鏡先端部への装着状態を示す一
部断面図（ｂ）である。
【図７】内周面に段付部を設けたフード装着補助具の補助具本体の断面図である。
【図８】図７に示す補助具本体を用いて内視鏡用フードを内視鏡先端部に装着する手順（
ａ），（ｂ）を示す説明図である。
【図９】標識手段を設けた補助具本体の平面図である。
【図１０】内視鏡用フードを図９の補助具本体に被せる様子を示す説明図である。
【図１１】外側面に溝を形成した補助具本体の斜視図である。
【図１２】全体が筒状の骨組み構造とした補助具本体の斜視図である。
【図１３】従来の内視鏡先端部と内視鏡用フードの装着状態を示す概念図である。
【符号の説明】
【００３４】
　２３　挿入部
　２９　先端部
　２９ａ前端面
　４３　内視鏡用フード
　４３ａ　先端
　４３ｂ　フード縁部
　５３　固定部
　５５　フード部
　５５ａ　フード先端
　６１　フード装着補助具
　６３　補助具本体
　６３ａ　内周面
　６５　外側面
　６７　把持部
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　６９　開口部
　７１　内周面
　７３　補助具本体
　７５　段付部
　７７　補助具本体
　７９　外側面
　８１　ライン
　８３　補助具本体
　８５　凹溝
　８７　補助具本体
　８９Ａ，８９Ｂ　固定リング
　９１　リブ
１００　内視鏡
　Ｄａ　内視鏡用フードの固定部の内径
　Ｄｂ　内視鏡用フードのフード部の内径
　ｄ　　内視鏡先端部の側面の外径
　ｔａ　固定部の肉厚
　ｔｂ　フード部の肉厚

【図１】 【図２】
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